
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和元年台風第１９号による被災状況

令和元年10月16日

国土交通省 港湾局

港湾等に来襲する想定を超えた高潮・高波・暴風対策検討委員会
ハード施策検討ＷＧ・ソフト施策検討ＷＧ 合同会合 （第１回）
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令和元年台風第19号の概要

出典：お天気.com 過去の台風・経路図
（https://www.otenki.com/index.php?mmmsid=bbtenki&actype=page&page_id=0001_pasttyphoon）

○台風19号データ
・中心気圧：960hPa（10月12日21時 横浜付近通過時）
・最大風速：43.8m/s （=158km/h）

（ 10月12日20時30分 横浜市）
・24時間降水量： 945.2mm （箱根町）

台風の接近・通過に伴い、東日本の広範囲において 猛烈な風、猛烈な雨となった。
神奈川県足柄下群箱根町では945.2mmの観測史上１位の24時間降水量を観測。また、横浜市で
は、これまでの10月1位の値を更新する最大瞬間風速43.8メートルを観測するなど、多くの地点で
記録的な降水量や最大瞬間風速等を観測した台風となった。

気象庁潮位観測情報
（http://www.jma.go.jp/jp/choi/graph.html?areaCode=&pointCode=124607&index=4）
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各地点における潮位情報

【東京】 【横浜】

【清水】【御前崎】
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出典：気象庁潮位観測：情報https://www.jma.go.jp/jp/choi/



東京湾の港湾の主な被災箇所(10月14日12:00時点)

◆南本牧ふ頭
・越波による裏込め損傷
・中古車が波により移動
・MC1,2 ガントリークレーン6基のうち2基が

動作不具合⇒1基は仮復旧済
・MC2 フェンス傾斜、空コン落下
・MC3 空コンとフェンスの接触
※ターミナルの運用に支障なし

◆川崎コンテナふ頭
・荷捌き地の床版が一部損
傷（運用に支障なし）

・フェンス倒壊、資材散乱
◆東扇島地区
・シャーシ横転、フェンス倒壊、
ガードレール横転

◆千葉中央地区コンテナふ頭
・信号所停電（非常用停電で稼働中）
⇒復旧済

◆大井コンテナふ頭、芝浦コンテナふ頭
・コンテナ崩れ
◆青海ふ頭A0～A2岸壁
・ガントリークレーン6基のうち2基が電気

系統損傷⇒復旧作業中
◆中央防波堤内側コンテナふ頭
・シャーシ横転
◆中央防波堤外側コンテナふ頭
・ガントリークレーンのケーブル絡みあり

⇒復旧作業中
※ターミナル運用に支障なし

東京港

千葉港

川崎港

川崎港

東京港

千葉港

横浜港

◆横浜港大さん橋ふ頭
・ボーディングブリッジ2号と5号の
固定ワイヤーが切れて2機が衝突

⇒クルーズ船着岸に支障のない
よう対応（14日予定どおり寄港済）

横浜港

◆大黒ふ頭
・T3～5 岸壁前面が一部損傷
⇒クルーズ船着岸に支障のないよう対応（14日寄港予定あり）
・全域で20cm～30cmの浸水が発生（13日8:30には解消）
・T1 SOLAS監視小屋が倒壊
・T4～5 オイルコンテナがフェンスに衝突
・T8横H岸壁 SOLASフェンス倒壊、車同士が接触

◆久里浜地区
・被害なし

◆金谷地区
・護岸損傷

浜金谷港

横須賀港

◆福浦地区
・護岸において、事前に設置した
土嚢が一部崩れ
⇒事前対策（土嚢の三重防護）に
より、工業団地の浸水被害なし

横浜港

横浜港

横浜港

川崎港東扇島沖にて、貨物船（1,925GT）沈没
⇒油流出。13日10:45に清掃兼油回収船

「べいくりん」出港し、活動中

川崎港

【凡例】

利用不可

利用可

海岸堤防等

の被災

別紙1

4



横浜港
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南本牧ふ頭 被災状況
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南本牧ふ頭

南本牧ふ頭 裏込損傷

南本牧ふ頭 中古車衝突状況



大黒ふ頭 被災状況
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大黒ふ頭 T5 Ｔ－５岸壁一部損傷

臨港道路

北部事務所

臨港道路 冠水状況 北部事務所 浸水状況



金沢区（福浦地区） 被災状況

護岸応急復旧状況
（9月19日撮影）

台風15号により、護岸が倒壊したため、土のう設置により応急復旧を実施。
台風19号により、設置した土のうが一部崩壊したものの、３列に配置していたことで浸水被害を防止。

土のうを３列に配置し浸水被害を防止（10月12日撮影）
土のうによる３重防護のイメージ

越波により浸水

越波による浸水被害を防止

第1ライン

第2ライン

第3ライン

第1ライン

第2ライン

第3ライン

土のう（第1ライン）の一部崩壊
（10月13日撮影）
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トイレ床上浸水、排水詰まり

パラペット約50m倒壊

パラペット約2m倒壊土砂堆積

パラペット約30m倒壊

陥没２か所（各3×3m程度）

人孔周辺陥没

陥没（約10×10m）
護岸の傾斜

パラペット約50m倒壊

パラペット約20m倒壊

パラペット約40m倒壊
陥没

パラペット約70m倒壊

パラペット約100m倒壊

トイレ内装・外装被害
大

パラペット約200m倒壊

パラペット約20m倒壊

陥没
陥没

陥没

人孔ズレ

陥没

写真①

写真③

写真④

国道357号 出典：国土地理院
HP

土のう一部崩壊

赤字：台風15号による被害
緑字：台風19号による被害

陥没

※延長は目測による



川崎港
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川崎港東扇島地区 被災状況

コンテナターミナル荷捌き地床板の破損
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マリンハウス倉庫

CT荷捌き地

マリンハウス倉庫（川崎市）の破損


